
様式１（小・中）
【小学校・中学校・義務教育学校用】

令和7年度学校評価 結果・学校関係者評価

中間評価 ５　最終評価

（１）共通評価項目

評価項目 取組内容
成果指標

（数値目標）
進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

●学力の向上

○「深い学びを促す、個に応じた学習指
導の在り方」のテーマに基づいた提案授
業の実施やアンケートなどの評価に基
づいた授業改善の実施

○｢授業は分かりやすい｣に｢思う｣と回
答する生徒の割合80％以上。｢少し思
う｣と合わせて100％

・認知機能を高める場を設定し、生徒の
授業の理解度を高める。
・各教科の 学習定着の課題を明らかに
し、 有効な手立てを実施し、 成果の検
証する。

A

・｢授業は分かりやすい｣について、肯定的な回答
をした生徒は96.4％だった。
・校内授業研を6回実施した。研究会で課題を検
討し、指導法の改善に務めた。 A

・｢授業は分かりやすい｣について、肯定的な
回答をした生徒は95.4％だった。
・各教科の課題について本年度の実践をまと
め共有した。
・生徒間で見られる情報の処理や理解、記
憶、注意力、問題解決能力などに関する違い
を明らかにできた。

A

・授業改善をどのように行ったのかを具体的
取組及び実施結果に記録した方が良い。
・小規模校の特性を生かした教育が実施され
ている。
・一人一人の学習課題を把握されているのも
強みだと感じる。

教務

●児童生徒が、自他の生命を尊重する
心、他者への思いやりや社会性、倫理
観や正義感、感動する心など、豊かな心
を身に付ける教育活動

○「道徳の授業では、自分の考えを伝えた
り、ほかの人の考えを聞いたりしながら、自
分のことについてよく考えている」について
肯定的に回答した生徒８０％以上

・人権集会や人権作文への全校での取組。
・道徳に関するアンケートの実施。
・ふれあい道徳における、保護者参加型の
授業の実施。 A

・5月の授業参観で、保護者参加型のふれあい道
徳を実施した。
・7月に全校生徒を対象に人権作文に取り組み、
12月の人権週間の期間は、人権作文の紹介や人
権集会を開き、人権意識の向上に務めた。

A

・年間計画に沿った授業や人権教育関係の
行事の実施できた。道徳の授業では、自分の
考えを伝えたり、ほかの人の考えを聞いたりし
ながら、自分のことについてよく考えている生
徒が、100％である。

A

・最近、「児童・生徒の自己肯定感が低い」と言わ
れる中、自分のことについて考える活動に取り組
んでいただき、大変良かった。
・道徳の型をつくって、誰もができる道徳授業の構
築をしていくのはどうか。

生徒指導主事

●いじめの早期発見、早期対応に向け
た取組の充実

○「学校内に悩みを話せる先生がいる」に
ついて肯定的に回答した生徒８０％以上

・教育相談の充実を図るとともに、生徒指導
部会・協議会で情報を共有し、素早く、組織
的に対応できる体制づくりに努める。 A

・「学校内に悩みを話せる先生がいる」について肯
定的に回答した生徒は100％だった。日頃から、教
育相談や生活アンケートを実施し、悩みを話しや
すい雰囲気づくりに務めた。

A
・「学校内に悩みを話せる先生がいる」につい
て肯定的に回答した生徒は86.3％だった。毎
月の生活アンケートや職員間の情報共有によ
り、いじめの早期発見・未然防止に務めた。

A
・生徒に寄り添うことができる先生が多いことは、
素晴らしいと感じる。
・学校全体で、いじめの早期発見・未然防止に取
り組菜でいただき、ありがたい。

生徒指導主事

●児童生徒が夢や目標を持ち、その実
現に向けて意欲的に取り組もうとするた
めの教育活動。

●「先生はあなたのよいところを認めてく
れていると思う」と回答した児童生徒
80％以上
●「将来の夢や目標を持っている」につ
いて肯定的な回答をした児童生徒80％
以上

・全ての教育活動を通して、夢や目標につ
いて自ら考えさせる時間や場面を設ける。
・キャリア教育の充実。
・立志式に向けた指導の充実と卒業生によ
る講演会の実施。

A

・「先生はあなたのよいところを認めてくれていると
思う」について肯定的に回答した生徒は92.6％で
あったが、「将来の夢や目標を持っている」につい
て肯定的な回答をした生徒は77.8％にとどまっ
た。「立志式」等を通して、1、2年生が夢や目標に
ついて具体的にイメージできるようにキャリア教育
を見直したい。

A

・「先生はあなたのよいところを認めてくれていると
思う」について肯定的に回答した生徒は95.4％で
あった。また、「将来の夢や目標を持っている」に
ついて肯定的な回答をした生徒は90.9％になり、
キャリア教育を通して生徒が夢や目標をもち、そ
の実現に向けて個々の活動を充実させることがで
きた。

A

・立志式に参加したが、生徒全員がしっかりし
た夢をもっていて、しかもはっきりと発表できて
いてとてもよかった。
・生徒が個々の活動を充実させていることが
分かった。

生徒指導主事

○豊かな心を育むために、地域の様々な団
体と連携した自然体験活動やボランティア
活動。

○「各種体験活動に意欲的に取り組んでい
る」について肯定的に回答した生徒８０％以
上

・各種体験活動では、生徒に活動の目的を
確認させ、見通しと学びの振り返りを行う活
動を仕組む。 A

・各学年、保育園や高齢者施設等との連携も
スムーズにでき、肯定的な回答をした生徒は
93.6％だった。 A

・「各種体験活動に意欲的に取り組んでいる」
について肯定的に回答した生徒95.4％で地域
と連携した体験活動を通して、豊かな心を育
むことができた。

A
・体験活動に意欲的に取り組む姿が伝わっ
た。
・これからも子どもたちの心身の発達のため
に、いろいろな体験活動に取り組んでほしい。

生徒指導主事

❷「望ましい生活習慣の形成」 ●「早寝、早起き、朝ごはん」ができた生
徒80％以上
○スマホ等を21時になったら保護者に
預ける生徒90％以上

・「早寝、早起き、朝ごはん」を推進する
ために育友会と連携し、地区懇談会等
で啓発活動を行うとともにアンケート調
査を行い検証する。
・スマホ等所持率調査を実施し、実態把
握による育友会との連携を図る。 B

・「早寝、早起き、朝ごはん」を推進するために
育友会と連携し、育友会の集まりを通して啓
発活動を行った。
上記について肯定的に回答した生徒は74％
にとどまったため、家庭での生活習慣につい
ての啓発活動を検討している。
・スマホ等を21時になったら保護者に預ける
生徒は33.3％にとどまり、達成目標を大きく下
回った。今後、学級懇談会や学校だより等を
通して保護者への呼びかけを増やし、改善に
努める必要がある。

B

・「早寝、早起き、朝ごはん」を推進するために育
友会と連携し、育友会の集まりを通して啓発活動
を行った。
上記について肯定的に回答した生徒は72.8%にと
どまったため、家庭での生活習慣についての啓発
活動を、食育週間等をとおして行ったり、十分な睡
眠と朝食の重要性について指導を行った。
・スマホ等を21時になったら保護者に預ける生徒
は31.8％にとどまり、達成目標を大きく下回った。
家庭でのスマホに関するルール作りを推奨し、個
人面談等を通して継続して呼びかけを行う必要が
ある。

B

・家庭、育友会との連携及び協力がさらに必
要になってくるのではないだろうか。生徒への
意識づけも必要だと思う。
・スマホが生活の一部になっているので、21字
になったら保護者に預けるのは無理がある。
家庭でのルール作り、もしくは、学校側が設定
したるーるを徹底する仕組みを構築した方が
よい。

保健・食育担当
生徒指導主事

○生徒が運動に積極的に取り組み、健康・
体力についての意識が向上する教育活動

○体育が好きだ。体を動かすことが好きだと
いう生徒80％以上

・生涯体育につながるような運動を推進するた
めに、保健体育科の授業で、健康や体力向上の
意識を高める活動を行うとともにアンケート調査
を行い検証する。 A

・体育が好きだ。体を動かすことが好きだとい
う生徒は96.3%であった。また、生徒会主催の
学校レクリエーションで、バレーボールを行っ
た(12月)。

A

・体育が好きだ。体を動かすことが好きだという生
徒は90％以上で高い数値だが、100％ではない。
授業や交流行事を通して、体を動かすことが心と
体の両方向に好影響を与えることを実感させた
い。

A

・運動会や保育園との交流会を見ていても、
体を動かすことが好きな生徒が多くいることが
感じられた。 体育主任

●業務効率化の推進と時間外在校等時
間の削減

●教育委員会規則に掲げる時間外在校
等時間の上限を遵守する。
●年間２０日の年次休暇のうち、職員1
人当たりの年次休暇の取得日数１４日
以上

・PCの出退勤の入力により在勤時間の自己
管理を行う。
・出勤時にその日の施錠時刻を確認し、退
勤予定時刻をボードに示す。
・管理職が定期的に年休の取得を促す。

B

・管理職による退勤の声かけを行った。その
ため超過勤務の平均は33時間55分であった
ものの減少傾向にある。また、年次休暇の獲
得日数14日以上は職員の3割程度だったが、
前年度に比べ増加傾向にある。

B

・在勤時間の自己管理が定着してきた。退勤時間
も全体的に早まってきている。
・教務と時間割を調整し、年休が取得しやすいよう
にしている。そのため、年間平均10日以上の年休
取得があった。ただ、年休取得に個人差があるた
め、さらに平準化を図りたい。

A

・負担軽減の工夫がなされていると思う。可能であ
れば、さらに休養日を増やしてもいいのではない
か。
・工夫が感じられるが、個人差がなくなるように管
理・調整を行ってほしい。

教頭

○部活動時間の順守と部活動指導負担の
平準化

○平日及び週休日における部活動時間を
設定し、管理職へ報告する。

・部活動における部活動指導員、複数顧問
制を活用し、平日及び週休日の部活動の負
担軽減を図る。 A

・平日、週休日に計画的に休養日を設定すること
ができた。
・顧問同士で話し合い、役割分担して部活動の指
導ができた。

A
・平日、週休日に計画的に休養日を設定する
ことができた。
・顧問同士で話し合い、役割分担して部活動
の指導ができた。

A
・部活の指導について、先生方は大変だと思
うが、一人の先生の負担が重くならないように
地域としても協力したい。 教頭

●特別支援教育の充実

○特別支援教育に関する教員の専門性と
意識の向上

○特別支援教育に関する専門性が向上し
た回答した教員８０％以上

・特別支援教育に関する研修会の実施。
・特別支援教育部会での情報の共有。
・個別の教育支援計画に沿った指導・支援。 A

・9月に外部指導者を招聘し研修会を実施した。
・毎月、定期的に特別支援教育部会を行い、情報
を共有し、個に応じた支援を行うことができた。 A

・特別支援教育に関するアンケート結果で肯定的
な回答が81.9％となった。
・特別支援に関する研修会を実施した。
・毎月特別支援教育部会を開き、生徒の情報を共
有し、指導方法を話し合った。

A

・実際に、研修後どんな指導法に変わったか
を記載してほしい。
・生徒情報を共有し、意識の向上が図られて
いると思う。

特別支援教育コーディネー
ター

（２）本年度重点的に取り組む独自評価項目

評価項目 重点取組内容
成果指標

（数値目標）
進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

○学校・家庭・地域との連
携

○学校運営協議会を中核とした地域と
連携した教育の推進

○地域人材の掘り起こし。前年度より３
人以上増やす。
○総合的な学習の時間、特別活動にお
ける地域人材の効果的な活用

・学校運営協議会と連携し、昨年度作成
した人材リストの拡充を図る。
・地域学習や国際交流(中国)での地域
人材の積極的な活用

A

・地域人材の掘り起こしを継続して行い、学校
運営協議会委員による紹介もあり、人材リスト
への登録者も増加してきている。
・国際交流事業では、４人の地域人材の活用
ができた。

A

・学校運営協議会委員や育友会会員を通し
て、必要な地域人材の確保と活用がスムーズ
に行われている。今後は、高齢化が進んでい
るため若い人材を探すことが必要となってき
ている。

A

・活動に応じて人材活用ができるよう、リスト
が整えられていた。

教頭

○情報モラル教育の充実
【新規】

○生徒の情報モラルの向上
○生徒の健全なSNS利用の推進

○「SNS上のトラブル・悩みがある」生徒
10％以下
○「学校生活を楽しく過ごしている」生徒
80％以上

・情報モラル講座の実施
・インターネットトラブル事例の紹介
・いじめ防止に対する取組の充実 B

・「SNS上のトラブル・悩みがある」生徒は
14.9％いた。そのため集会や学級活動で、情
報モラルについての話や考えさせる活動を増
やした。

B
・「SNS上のトラブルや悩みがある」生徒は、
9.1％に下がったが、学級懇談会や育友会総
会等を通じ、家庭への啓発をさらに推進する
必要がある。

B
・家庭を巻き込んで推進していく必要があると感じ
る。
・子どもたちがトラブルに巻き込まれないように。
専門家による講演会等を実施してほしい。

情報教育担当

●･･･県共通　○･･･学校独自　◎･･･志と誇りを高める教育

５　総合評価・

　　次年度への展望

・個に応じた指導やタブレット端末の活用により基礎学力の定着を進めるとともに、認知能力向上を目指したコグトレの導入や、育友会と連携した生活習慣改善の啓発、コミュニティ・スクールの立ち上げによる地域連携の深化など、学校運営は着実に前進している。一方で、学力の定
着状況や基本的生活習慣、SNS利用をめぐる課題など、継続的な改善が求められる面も明らかとなった。
・今後は、一人一人の認知特性を踏まえた授業改善と校内研修の充実を図り、個別最適な学びを推進する。また、家庭への働きかけを強化し基本的生活習慣の定着を図るとともに、地域人材の活用による連携の充実を進める。さらに、家庭・地域と協働した体系的な情報モラル教育
を推進し、生徒の主体的判断力と責任ある行動の育成を目指す。

達成度（評価）
 Ａ：十分達成できている
 Ｂ：おおむね達成できている
 Ｃ：やや不十分である
 Ｄ：不十分である

主な担当者重点取組
具体的取組

中間評価 最終評価 学校関係者評価

１　前年度

　　評価結果の概要

・学力の向上では、個に応じた指導やタブレットを利用して基礎学力の定着を図った。その結果、3年生は全員志望学校に進学することができた。

　1、2年生については、基礎学力の定着が不十分な生徒が1割程度みられるため、引き続き生徒の理解度に応じた指導法やタブレットを利用した学習を推進する。

・健康・体つくりでは、スマホの所持率が高くなるにつれ家庭での約束事が不十分な生徒が多いため、SNSの不適切な使用による生徒指導が増加傾向にある。そのため、家庭・地域を巻き込んだ情報モラル教育を一層促進していく必要がある。

・学校・家庭・地域との連携については、コミュニティスクールを立ち上げたことで地域との連携が深まってきた。人材バンクを活用することにより、学校が地域のプラットホームとして、地域と学校との相互交流を促進していく。

２　学校教育目標
・校訓　 「和気、立志、報恩」

・学校教育目標　「脊振を愛し、進んで学ぶ、たくましい子どもの育成」

３　本年度の重点目標

豊かな心の育成　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　確かな学力の育成　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    安心・安全な学校づくり

・道徳教育の充実　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・深い学びを促す個に応じた指導の工夫　　　　　　　　　　　　　　　　    　・生徒の居場所づくり・絆づくりの推進

・出番・役割・承認のある温かい集団づくりの推進　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・学習環境のＵＤ化の推進　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    ・生徒理解に基づくチームでの生徒指導の充実

・夢や目標をもつ活動の推進　　・生徒会活動の充実　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・学びの充実のためのＩＣＴ活用の推進　　　　　　　　　　　　　　　　　    ・さわやかな挨拶、黙働清掃、感染症対策の推進

・脊振に学び、脊振を愛し、脊振に貢献する活動の推進　　　　　　　　　　　　　　　　　　・小中連携教育による9年間の学びをつなぐ教育の推進　　　　　　　　　　     ・特別支援教育、教育相談の充実

学校名 神埼市立脊振中学校

４　重点取組内容・成果指標

重点取組
具体的取組

●業務改善・教職員の働き
方改革の推進

●心の教育

●健康・体つくり

主な担当者
中間評価 最終評価 学校関係者評価


